
プログラム実施組織による自己点検
自己点検に基づく

履修証明プログラム運営委員会の評価

1 教育課程

本プログラムは、主として現役の英語教員、

英語教員の経験がある人、あるいは英語教

員を目指している人を対象とし、高い英語運

用能力を備え、英語教授法と英語学に関す

る専門的な知識を修得し、日本におけるさ

まざまな教育現場でその知識を活用した質

の高い教育を実践する英語教員を養成する

ことができるカリキュラムとなっている。

本履修証明プログラムが、その趣旨に基づい

たカリキュラム編成であり、適正に運営さ

れていることが確認された。

2 教育成果

受講生同士および教員と受講生とのディス

カッションを通じた意見交換や、学修内容

に対する丁寧なフィードバックなど、少人

数クラスの特性を生かした双方向的できめ

細かな授業を展開した。その結果、受講生

の理解の深化や主体的な学修が促進されて

いることが、授業内での発言内容や提出物

等から確認できた。以上のことから、本プ

ログラムは概ね所期の教育効果を達成してい

ると考えられる。

各科目において、授業中のプレゼンテー

ション、ディスカッション、レポート等の

成果物および学習活動を通して、当該科目で

求められる知識や思考力等の能力が適切に

習得されていることが確認された。自己点

検の内容は概ね妥当であり、本プログラムの

教育成果は良好であると評価する。

3 受講生支援

主として現役の英語教員等を対象としている

ため、在職者が受講しやすいように、基本

的にオンラインで授業を実施、時間は

（18:00-19:30）に開講した。併せて、現役

の教員の方々が比較的時間に余裕がある夏

季に集中講義も開講した。

本年度は、前期が始まる前にオンラインで

オリエンテーションを行い、事前にGoogle

Classroom や Google Meetの使用の仕方を

確認しておいた。

オンライン方式や開講時間等、社会人のス

ケジュールに合わせて開講できたことか

ら、受講生支援は十分であると評価した。

今後も継続されたい。

4 組織運営

英語教員及び英語教員志望者を対象とする

本プログラムの目的に照らし、高い英語運用

能力に加え、英語教授法および英語学に関

する専門的知識を体系的に教授できる教員

を適切に配置している。また、学生による授

業アンケート等のフィードバックを収集・

分析し、履修証明プログラム運営委員会にお

いて自己点検を実施するとともに、その結

果を国際コミュニケーション研究科の全教

員に共有し、カリキュラムおよび運営の改

善に反映させている。以上のことから、

PDCAサイクルは概ね適切に機能していると

考えられる。

カリキュラムの運営に必要な専門性を有す

る教員が適切に配置されていることが確認

された。また、授業フィードバック等の情

報を踏まえて自己点検を実施し、その結果

をプログラム運営に反映させる体制が整備さ

れていることから、本プログラムにおいては

適切なPDCAサイクルが機能していると評価

する。

5 企業等の意見を聴くための仕組みの整備

市教育委員会の協力を得て、現職の英語教

員にアンケートを行い、現職の英語教員の

悩みやニーズなどを把握することができる

よう努めた。また、群馬県教育委員会との

協定に基づき、教育委員会の指導主事（英

語科の教員）から実際の授業映像の視聴を

通じたフィードバックを受け、今後の授業

改善につなげるよう努めた。

現職教員のニーズ把握や、現職教員から授

業に対するフィードバックを得る体制が出

来ていることから、意見を聴くための仕組

みが整備されていると評価する。
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6 施設設備

前期が始まる前にオンラインでオリエン

テーションを行い、事前にGoogle

Classroom や Google Meetの使用の仕方を

確認しておいた。そのため、授業の最初から

学生側のインターネット接続等の大きな問

題もなく、授業はスムーズに実施された。

学期が始まる前のオリエンテーションのお

かげで、学生のインターネット接続等の問

題もなく、Google ClassroomやGoogle

Meetが適切に整備されていることが確認さ

れた。

7 広報活動

県総合教育センター、それに昨年度訪問し

た県や市教育委員会に加え、昨年度は訪問

しなかったを市教育委員会も訪問し、周知

を依頼した。

前年度よりも広範囲に広報活動を実施した

ことは評価できる。今後は、広報活動をど

のように継続的かつ効果的に拡大していくか

が課題である。

8 内部質保証

受講生のアンケート結果及び県教育委員会

からの意見を踏まえて、履修証明プログラム

運営委員会で対応を検討した。次年度から

の対応が可能であればその対応を検討し、

中・長期の検討が必要な課題は、引き続き

検討を続ける。

受講生や外部の様々な意見を取り入れる取

組を行い、適正な内部保証体制が構築さ

れ、機能していると判断できる。引き続き、

中・長期的な課題にどのように取り組んでい

くかが、本プログラムの持続的な運営におい

て重要であると思われる。


